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● 

概
　
要

校友会結成50周年記念事業概要

　追手門学院大学校友会は、1971年(昭和46年)5月30日に結成され、2021年には

結成から50年を迎えることとなりました。このことに感謝し、50年の歩みを振り返りな

がら「追手門学院大学校友会」の卒業生会員（正会員）のみなさんに、校友会を改めて認

識していただく絶好の機会と捉え、校友会結成50周年記念事業を実施することとなり

ました。

　この期に、これからの校友会は未来に向かって、会員・大学関係者のみなさんと共に発

展し、歩んでいける組織体となり続けることを願っています。その為に、追手門学院大学

校友会は、在学生（学生会員）、教職員（特別会員）及び保護者との親交をより一層深めて

まいりたいと考えました。そして、校友会は追手門学院大学の強力な応援団として、大

学・学院と一致団結し、結束をより深めて行きたいと考えました。これからも協力関係を

維持していくために、「校友会」の会員の意識醸成と体制強化に繋げることを目的とし

て、記念事業を展開することとしました。

記念事業基金の積立 開始

記念事業基金の積立

記念事業基金の積立

記念事業基金の積立  記念事業案・予算規模の確定

記念事業基金の積立  記念事業の開始

コンセプト・キャッチフレーズ決定

宮本輝さんと真銅先生の対談を実施

『青が散るから野の春』として、当日の対談集を出版

『校友会会報縮刷版』の出版

記念事業基金の積立

グッズの作成  初代学長・天野先生の墓参会の実施

『墓参会パンフレット』の発行

記念事業（ゴルフコンペ、大川クルーズ等）の中止（コロナ禍による）

記念式典・祝賀会の１年延期を決定

日本経済新聞の全国版に１面の会長×学長の対談広告と名刺広告を掲載

棗の木（安威キャンパス）とセンペルセコイア（総持寺キャンパス）を記念植樹

記念モニュメントの設置（総持寺キャンパス）

『校友会50年志』の出版

名刺広告掲載協力者等との交流会の開催

記念式典・祝賀会の開催

リーガロイヤルホテル大阪　光琳の間にて挙行 400名が参集

『校友会グランドデザイン』の中間報告を記念式典・祝賀会にて発表

学園祭にて記念式典・祝賀会の写真パネル展を開催

『校友会結成50周年記念事業記録集』の出版

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

● 予算規模総額　5,000万円

【 事業の経過 】
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コンセプト・キャッチフレーズの制作

　校友会は、繋がり、拡がり、盛り上がり、そして未来へ向かって、追手門学院大学と連携

して、次の100年に向かって進んで行きます。

　私たちは同じ将軍山の丘で学び、人物重視の教育を受け、社会的常識・倫理観・品格を

備えて社会に巣立っていきました。そして、社会に貢献できる人材に育てていただいた

「追手門学院大学」の卒業生であることに誇りを持ち続けています。こからも生涯を通じ

て学び大きく成長し続けます。

　同窓であることを大切にして、この伝統を次の世代に繋げて行くことが必要です。そ

の繋がりを生み育て支えるのが、校友会の役割です。

　記念事業のプロセスを通じて６万人を超える校友のみなさんと、思いを共有すること

で、栄えある追手門学院大学の未来に繋がって行くことを信じての事業でした。
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催

5

500冊 印刷

真銅 正宏 氏 宮本 輝 氏
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● 

会
報
縮
刷
版
発
行

この冊子は、令和3年（2021年）に迎える校友会結成50周年を記念して実施する事業の一環として、
これまでに発行した会報等を縮刷し、一冊にまとめたものです。
収録しているのは、下記の発行物です。

中扉の碑文は、第13回太宰治賞、第78回芥川龍之介賞等を受賞された作家・宮本輝（1970年卒）に
よるものです。この碑文は、初代学長天野利武先生の胸像にある顕彰碑に刻まれています。
見開きの関係で、綴じが右になっている号がありましたので、白紙になっているページがあります。
B４タブロイド版の会報は、A４版に縮小しました。また、B５版の会報は、A４版に拡大しました。
会報に会員の住所変更や短信等が掲載されているものがありましたので、個人情報保護の観点から、
この縮刷版には掲載しておりません。
山桜会報につきましては、本会の発足時のみの記事を掲載しました。
MON（学院と山桜会・校友会の合同広報誌）については、校友会報の部分のみを掲載しました。
校友会活動の一環であるネットワーク作りに特化した広報誌「LinkA」も掲載しました。

●

●

●

●

●

●

●

山桜会報  16号(1971年)
将軍山会報  1号(1973年)から40号(1991年)

校友会会報  41号(1992年)から90号(2019年)
LinkA  0号(2015年)から4号(2019年)

500冊 印刷
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応援タオル

革製しおり

ハンドタオル

コースター

付箋紙

メモ用紙

布巾

扇子

ネクタイ

ボールペン
金属製しおり
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● 

新
聞
広
告・名
刺
広
告
の
掲
載

企画・制作＝日本経済新聞社イベント・企画ユニット 広  告

書： 藤尾 政弘

と
す
る
人
材
輩
出

を
目
標
に
学
部
新

設
や
再
編
を
行
い

ま
す
。ま
ず
理
系
学

部
を
設
置
し
て
総

合
大
学
化
を
進
め
、

文
理
を
超
え
た
自

由
な
発
想
が
生
ま

れ
る
土
壌
を
つ
く

り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、生

涯
を
通
じ
て
学
び

続
け
る
力
を
育
む

教
育
に
も
注
力
し

ま
す
。

　
藤
尾
＝
確
か
に

「
花
開
く
の
は
65
歳
」と
い
う
ケ
ー

ス
は
よ
く
あ
り
ま
す
ね
。学
び
の

中
で
、身
体
の
汗
も
頭
の
汗
も
か

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

汗
を
か
い
た
こ
と
は
、年
齢
を
重

ね
る
と
必
ず
喜
び
に
変
わ
り
ま

す
。そ
し
て
、総
合
大
学
化
な
ど

母
校
が
大
き
く
成
長
し
て
い
る
こ

と
に
改
め
て
感
慨
を
覚
え
ま
す
。

社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。

　
真
銅
＝
学
長
就
任
時
、

「Student First

」「
ブ
ラ
ン
ド
化
」

「
笑
顔
づ
く
り
」の
三
つ
を
、実
現
し

た
い
合
言
葉
に
掲
げ
ま
し
た
。特
に

ブ
ラ
ン
ド
化
で
は
校

友
会
に
も
大
い
に
ご

協
力
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
学

を
卒
業
し
た
こ
と
に

誇
り
を
持
て
る
よ

う
、多
く
の
卒
業
生

に
継
続
し
て
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
藤
尾
＝
校
友
会

と
し
て
は
、卒
業
生

が
自
信
を
持
て
る

よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。各
界
で

活
躍
す
る
卒
業
生

を
、学
外
に
積
極
的

に
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
。実
は
当
社
の
社
是
は「
笑

顔
、清
潔
、一
生
懸
命
」で
す
。笑

顔
で
周
囲
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る

の
は
、人
間
だ
け
の
特
権
で
す
。笑

顔
づ
く
り
が
で
き
る
大
学
に
な
る

こ
と
は
、ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
。

在
学
生
の
会
員

化
も
実
現
し
た

の
で
、学
生
と

校
友
と
の
交
流

す
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
も
大

切
で
す
。

　
真
銅
＝
本

学
で
は
座
学
だ

け
で
は
な
く
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
能
動
的
な

学
習
と
実
践

を
経
験
し
て
い

く
学
習
モ
デ
ル

を
取
り
入
れ
て

ク
な
学
び
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
環
境
を
生
か

し
て
、こ
れ
ま
で
の
学
問
を
超
え

る
よ
う
な
教
育
で
、個
性
的
で
行

動
力
の
あ
る
学
生
を
育
て
て
い
き

ま
す
。

　　
藤
尾
＝
我
々
が
学
生
生
活
を

送
っ
た
安
威
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、少
し

不
便
さ
を
感
じ
る
立
地
で
し
た
。

そ
こ
で
ど
う
過
ご
す
か
、知
恵
を

絞
っ
た
経
験
が
、社
会
に
出
て
か
ら

役
に
立
つ
面
も
あ
り
ま
し
た
。今

は
整
っ
た
環
境
が
あ
り
ま
す
が
、今

回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、登
校
で
き
ず
、

友
人
に
会
え
な
い
状
況
に
な
っ
た

で
し
ょ
う
。４
年
間
の
学
生
生
活

で
、感
受
性
を
育
む
こ
と
の
で
き

る
機
会
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
、改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
真
銅
＝
本
学
の
未
来
を「
長
期

計
画
２
０
３
０
」と
い
う
形
で
構

想
し
、今
後
10
年
で
社
会
が
必
要

　
藤
尾
＝
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
改
革
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
林
田

隆
行
・
前
会
長
の
後
任
と
い
う
重

責
を
お
引
き
受
け
す
べ
き
か
、正

直
悩
み
ま
し
た
が
、組
織
的
な
運

営
体
制
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
上

に
、役
員
の
方
々
の
熱
心
な
後
押

し
も
あ
り
、
就
任
を
決
め
ま
し

た
。
卒
業
生
と
し
て
の
自
信
と

チ
ー
ム
力
を
大
切
に
し
て
、50
年

積
み
上
げ
た
校
友
会
の
活
動
を
よ

り
発
展
さ
せ
、母
校
を
成
長
さ
せ

る
お
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。

　
真
銅
＝
熱
い
言
葉
を
い
た
だ

き
、う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。２
０
１
９
年
、本
学
は
新
た

に
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し

ま
し
た
。校
友
会
に
は
ア
ラ
ム
ナ

イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
建
設
費
用
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
、非
常
に
ユ
ニ
ー

い
ま
す
。校
友
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
卒
業
生
に
は
、こ
の
場
に
よ
り

多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、社
会

に
通
用
す
る
表
現
力
や
人
間
関

係
を
構
築
す
る
力
を
育
て
る
お
手

伝
い
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　
藤
尾
＝
会
社
や
仕
事
の
人
間

関
係
と
は
違
う
校
友
会
の
よ
う

な
場
か
ら
は
、大
き
な
刺
激
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。学
生

ら
若
い
会
員
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
知
り

た
い
し
、30
歳
や
60
歳
の
声
も
聞

き
た
い
の
で
す
。学
び
続
け
る
と
い

う
こ
と
を
、校
友
会
と
い
う
姿
で

実
現
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。そ

し
て
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
で
、刺
激
し
合
っ
て
共
に
成
長

し
て
い
く
校
友
会
で
あ
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
真
銅
＝
大
学
は
今
後
、生
涯
に

わ
た
る
学
び
の
拠
点
と
し
て
、知

的
満
足
を
得
る
場
の
提
供
に
力

を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。卒
業
生
が
再
び
大

学
で
専
門
性
を
高
め
た
り
、資
格

を
取
得
し
た
り
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、多
様
な
人
生
設
計
が
可
能
に

な
っ
て
い
る
時
代
に
対
応
し
た
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
藤
尾
＝
追
手
門
学
院
大
学
校

友
会
50
周
年
に
際
し
、
新
し
い

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「M

aking the 
Future N

ext 100

」を
つ
く
り
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
50
年
頑
張
っ
て
こ

ら
れ
た
卒
業
生
に
感
謝
し
、今
後

１
０
０
年
に
向
か
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
世
界
で
共
に
成
長
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
真
銅
＝
社
会
の
先
行
き
が
不

透
明
な
中
、学
生
た
ち
も
不
安
を

抱
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。し
か
し
、学
び
続
け
る
こ
と

で
成
長
で
き
る
と
い
う
背
中
を
、

多
く
の
学
生
・
卒
業
生
に
見
せ
て

も
ら
う
こ
と
が
、励
み
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

藤尾 政弘
　ふじお・まさひろ　1977年追手門学院大学経済学
部卒業（８期生）。株式会社フジオフードグループ本社
代表取締役社長。1979年に同社の前身を創業、現
在は20業態以上を展開する外食産業の雄として活
躍。業界団体の理事など要職を歴任し、学校法人追
手門学院理事・評議員も務める。

追手門学院大学 校友会会長

真銅 正宏
　しんどう・まさひろ　1992年神戸大学文化学研究
科博士課程単位取得退学。2016年神戸大学・文学
博士。徳島大学、同志社大学を経て2015年から追手
門学院大学国際教養学部教授。2020年４月同大学
学長に就任。著書に「匂いと香りの文学誌」（春陽堂
ライブラリー・2019年）、「まほろば文学街道」（萌書
房・2020年）など。

追手門学院大学 学長

▲多くの学生が集まっていた旧1号館南側広場。

▲2019年、茨木総持寺キャンパスを開設。

母
校
の
発
展
の
た
め
に

校
友
会
活
動
を
積
極
化

個
性
あ
る
人
材
に
期
待

学
び
続
け
る
大
切
さ
を

校
友
会
の
場
で
具
現
化

学
生
た
ち
の
励
み
に
も

社
会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応

文
系
理
系
の
壁
を
超
え

自
由
な
発
想
法
を
学
ぶ

　
追
手
門
学
院
大
学
校
友
会

結
成
50
周
年
と
い
う
節
目
の
年

を
間
近
に
控
え
た
２
０
２
０

年
、新
会
長
に
藤
尾
政
弘
氏
が

就
任
し
ま
し
た
。そ
し
て
同
年
、

大
学
の
新
学
長
に
真
銅
正
宏

氏
が
就
任
し
ま
し
た
。社
会
的

な
動
き
に
対
応
す
る
た
め
、追

手
門
学
院
大
学（
大
阪
府
茨
木

市
）は
大
き
な
変
化
の
時
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。校
友

会
と
母
校
が
ど
の
よ
う
に
連
携

し
、社
会
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
く
べ
き
な
の
か
、両
人
が
語
り

合
い
ま
し
た
。

追手門学院大学校友会 検索

追手門学院大学校友会 事務局　Tel. 06-6943-8400

https://otemon.org

　校友会は、1971年（昭和46年）5月30日に結成し、2021年（令和3年）5月30日に結成50年を迎えます。今
年実施を予定していました式典・祝賀会は、新型コロナウイルス感染が治まらない状況下、開催を1年延期さ
せていただくことになりました。引き続きまして、ご支援ご協力を賜りますようお願い致します。

校友会結成50周年記念式典・祝賀会

［時間］ 12：00～15：002022年 5月28日（土）
リーガロイヤルホテル（大阪）「光琳の間」

記念式典

［時間］12：00～12：45

［司会］

●山口 富士夫氏（17期生 経・経） フリーアナウンサー
●濱田 英里氏（46期生 心・心） 女優

祝賀会

［時間］13：00～15：00

［ご出席予定者］

●円 広志氏（7期生 経・営） タレント・シンガーソングライター

ホームカミング・デー
50周年記念セレモニー

第
1
部

第
2
部

開催日時

開催場所

2021年 10月31日（日）
茨木総持寺キャンパス

開催日

開催場所

記念式典・祝賀会の詳細やお申込み方法につきましては、今後ホームページやLINEなどでお知らせさせていただきます。

2021年3月17日の日本経済新聞 朝刊（全国版）に校友会が掲載したものです。

追手門学院大学は、創立期から親しまれた追大（OIDAI）の略称を、公式に使用していきます。

追手門学院大学校友会は、結成50周年を迎えます。
卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。社会でのご活躍をお祈りします。

( )
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● 

新
聞
広
告・名
刺
広
告
の
掲
載

2021年3月17日（水）に挙行された学位授与式にて、この新聞を卒業生全員に配布しました。
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● 

天
野
利
武
先
生
の
墓
参
会

　初代学長天野利武先生のご命
日が12月15日であり、2020年
が没後40年の年となりました。
感謝と校友会結成50年周年のご
報告を兼ねまして、12月13日に
墓参会を「箕面 勝尾寺」霊園「に
区50号16聖地」の墓所にて執り
行いました。
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天 野 利 武 先 生 の 年 譜
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天野家の次男として出生

第一高等学校卒業

東京帝国大学文学部心理学科卒業

京城帝国大学法文学部就任

京城帝国大学法文学部教授

東京帝国大学より「文学博士」を授与

京城より引き揚げる

立命館大学教授

京都府教育部長

京都府教育委員会教育長

大阪大学教授

大阪大学附属図書館長

文部省学術奨励審議会委員

大阪大学文学部長

日本ユネスコ国内委員会委員

追手門学院 学院長に就任

大阪大学名誉教授

追手門学院大学開学、学長に就任

追手門学院大学第１回海外セミナー実施・付添

大阪精神衛生協議会 会長

追手門学院創立８０周年祝賀式・大学開学式を挙行　高松宮殿下・同妃殿下御台臨

関西心理学会 会長

第１回卒業式を挙行

茨木ロータリークラブ会長

大阪府児童福祉審議会　会長

叙勲二等瑞宝章を受章

大学創立１０周年記念式典を挙行

学校法人追手門学院退職

追手門学院大学名誉教授

逝去（７６歳１１ヶ月）

戒　名　　薫育院智徳大武居士

墓　所　　応頂山勝尾寺霊苑　「に区 ５０号 １６聖地」

① 大正14年　東大馬術部にて ② 昭和18年　京城にて

③ 昭和23年京都府教育長時代 ④ 阪大心理学会にて講演

⑤ 昭和43年　学院創立80周年祝賀会式・
    大学開学式にて式辞

⑥ 毎年の大学卒業式にて
　　　全員に握手をされる

⑦ 旧１号館前にて ⑧ 昭和55年　退職時のお見送り

明 治３７年１月１日

昭和５５年１２月１５日

追手門学院大学校友会結成50周年記念

初代学長 天野利武先生墓参会
没４０回忌

令和2年12月13日（日）

主催　追手門学院大学校友会　　　後援　追手門学院大学

校友会制作（200部）

上記の碑文は、第13回太宰治賞、第78回芥川龍之介賞等を受賞されました

作家・宮本輝氏（1970年・文学部卒）によるものです。

この碑文は、初代学長の天野利武先生胸像にある顕彰碑に刻まれています。

追手門学院大学校友会結成50周年記念

初代学長 天野利武先生墓参会
没４０回忌

令和2年12月13日（日）

主催　追手門学院大学校友会　　　後援　追手門学院大学

校友会制作（200部）

上記の碑文は、第13回太宰治賞、第78回芥川龍之介賞等を受賞されました

作家・宮本輝氏（1970年・文学部卒）によるものです。

この碑文は、初代学長の天野利武先生胸像にある顕彰碑に刻まれています。
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天野家の次男として出生

第一高等学校卒業

東京帝国大学文学部心理学科卒業

京城帝国大学法文学部就任

京城帝国大学法文学部教授

東京帝国大学より「文学博士」を授与

京城より引き揚げる

立命館大学教授

京都府教育部長

京都府教育委員会教育長

大阪大学教授

大阪大学附属図書館長

文部省学術奨励審議会委員

大阪大学文学部長

日本ユネスコ国内委員会委員

追手門学院 学院長に就任

大阪大学名誉教授

追手門学院大学開学、学長に就任

追手門学院大学第１回海外セミナー実施・付添

大阪精神衛生協議会 会長

追手門学院創立８０周年祝賀式・大学開学式を挙行　高松宮殿下・同妃殿下御台臨

関西心理学会 会長

第１回卒業式を挙行

茨木ロータリークラブ会長

大阪府児童福祉審議会　会長

叙勲二等瑞宝章を受章

大学創立１０周年記念式典を挙行

学校法人追手門学院退職

追手門学院大学名誉教授

逝去（７６歳１１ヶ月）

戒　名　　薫育院智徳大武居士

墓　所　　応頂山勝尾寺霊苑　「に区 ５０号 １６聖地」

① 大正14年　東大馬術部にて ② 昭和18年　京城にて

③ 昭和23年京都府教育長時代 ④ 阪大心理学会にて講演

⑤ 昭和43年　学院創立80周年祝賀会式・
    大学開学式にて式辞

⑥ 毎年の大学卒業式にて
　　　全員に握手をされる

⑦ 旧１号館前にて ⑧ 昭和55年　退職時のお見送り

明 治３７年１月１日

昭和５５年１２月１５日

天野利武先生の墓参会開催
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　校友会結成５０周年記念事業の
一環で安威と総持寺の2キャンパ
スに植樹を行いました。安威キャ
ンパスには学院に縁深い「棗の
木」を将軍山会館横に、総持寺キャ
ンパスにはクリスマスツリーとな
る「センペルセコイヤ」を食堂前に
植樹をしました。
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追手門学院大学校友会結成50周年記念

初代学長 天野利武先生墓参会
没４０回忌

令和2年12月13日（日）

主催　追手門学院大学校友会　　　後援　追手門学院大学

校友会制作（200部）

上記の碑文は、第13回太宰治賞、第78回芥川龍之介賞等を受賞されました

作家・宮本輝氏（1970年・文学部卒）によるものです。

この碑文は、初代学長の天野利武先生胸像にある顕彰碑に刻まれています。
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東京帝国大学より「文学博士」を授与

京城より引き揚げる
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京都府教育部長

京都府教育委員会教育長

大阪大学教授

大阪大学附属図書館長

文部省学術奨励審議会委員

大阪大学文学部長

日本ユネスコ国内委員会委員

追手門学院 学院長に就任
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記念植樹
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輝く石のイメージから輝石（キセキ）という音が、キセキという音から 貴石 
奇石 軌跡 奇跡（miracle）が、湧き上がってきました。輝石、貴石、奇石は
モニュメントそのものを表していますが、キセキには追大や追大卒業生が
たどってきた軌跡があり、今後も立派な軌跡を残して欲しいと思います。
また、奇跡（miracle）には、追大卒業生や追大生が起こした奇跡、チャレン
ジする追大、追大生、追大卒業生の追大スピリットを感じます。ミラクルに
は未来が来る意味もあります。

サークル（circle）には関心や趣味を同じくする人の集まりという意味があ
り、OICLE ーおいくるー は、追大で出会った追大生、追大卒業生のフレン
ドリーな仲間の輪を意味します。

13

OICLE （おいくる）

制作　絹谷幸太氏
設置　追手門学院大学校友会結成５０周年事業

2021年10月3日

OICLE -おいくる-
OIDAI miracleとOIDAI circle の造語です

OIDAI miracle

OIDAI circle
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記念モニュメント設置
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歴代会長対談

学生会館の緞帳

700冊印刷

　校友会の５０年の活動のまとめと今後のあ
るべき卒業生組織に向かって、編纂をすること
となりました。 『50年志』は3年間にわたり編
纂作業を行いました。　表紙は学生会館の緞
帳を絵柄にしたものです。開学時の北摂の山
並みの春・夏・秋の季節の移り変わりと学舎を
表しています。

追
手
門
学
院
大
学
校
友
会
五
十
年
志

・題字の書は、会長藤尾政弘によるものです。
・表紙の絵柄は、開学時の学舎遠景を学生会館の緞帳にしたものです。
　北摂の山並みと春・夏・秋の季節の移り変わりが表されています。
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1
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P1 50

P2 1

P3 1

P4-5 2 1/2 ×4

6-11 6
/ / / / / /

/ / / /

P12 1

P13-49
36 50

( )
( )

4 1971-1980 6
1981-1990 6 1991-2000 6
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2 12
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P55-63
8

10 11 1/3

P64-65 2

P66-69 4 ×OB OG

P70-81
11 1 1
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構成試案

2021年4月刊行スケジュール 2018.12

追
手
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学
院
大
学
校
友
会
五
十
年
志

・題字の書は、会長藤尾政弘によるものです。
・表紙の絵柄は、開学時の学舎遠景を学生会館の緞帳にしたものです。
　北摂の山並みと春・夏・秋の季節の移り変わりが表されています。

2021年2020年2019年

全体

企画

編集工程

沿革　

掲載写真収集・写真説明文

沿革仮目次作成～検討・決定

校閲～原稿修正

執筆資料整理

本文執筆

基本方針策定（方針・予算・構成）

基礎資料収集・基礎年表作成

DTPレイアウト～レイアウト校正

会員寄稿・会員取材・座談会実施等　

校閲～原稿修正～ご本人確認

執筆依頼先・取材依頼先検討

依頼原稿収集

取材・座談会等実施

本文執筆

DTPレイアウト～レイアウト校正

資料
企画（掲載項目決定）

資料編原稿作成

DTPレイアウト～レイアウト校正

年表

口絵

装丁・巻頭・巻末編集

印刷
色校正

修正

DTPレイアウト～レイアウト校正

祝辞等依頼～収集

企画

撮影

印刷～製本

掲載年表原稿作成

DTPレイアウト～レイアウト校正

DTPレイアウト～レイアウト校正

●方針決定 ●原稿決定 ●印刷入稿 ●発刊

最終校閲～修正

最終校閲～修正

最終校閲～修正

最終校閲～修正

最終校閲～修正

最終校閲～修正

色校チェック

修正

2021年4月刊行を想定したスケジュールです。

4

日程案
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 大学入学  　  大学卒業  　 大学期 中高期 小学期

 昭和 41（1966） 昭和 45（1970） 1 14 71
 42（1967） 46（1971） 2 15 72
 43（1968） 47（1972） 3 16 73
 44（1969） 48（1973） 4 17 74
 45（1970） 49（1974） 5 18 75
 46（1971） 50（1975） 6 19 76
 47（1972） 51（1976） 7 20 77
 48（1973） 52（1977） 8 21 78
 49（1974） 53（1978） 9 22 79
 50（1975） 54（1979） 10 23 80
 51（1976） 55（1980） 11 24 81
 52（1977） 56（1981） 12 25 82
 53（1978） 57（1982） 13 26 83
 54（1979） 58（1983） 14 27 84
 55（1980） 59（1984） 15 28 85
 56（1981） 60（1985） 16 29 86
 57（1982） 61（1986） 17 30 87
 58（1983） 62（1987） 18 31 88
 59（1984） 63（1988） 19 32 89
 60（1985） 平成   1（1989） 20 33 90
 61（1986） 2（1990） 21 34 91
 62（1987） 3（1991） 22 35 92
 63（1988） 4（1992） 23 36 93
 平成   1（1989） 5（1993） 24 37 94
 2（1990） 6（1994） 25 38 95
 3（1991） 7（1995） 26 39 96
 4（1992） 8（1996） 27 40 97
 5（1993） 9（1997） 28 41 98
 6（1994） 10（1998） 29 42 99
 7（1995） 11（1999） 30 43 100
 8（1996） 12（2000） 31 44 101
 9（1997） 13（2001） 32 45 102
 10（1998） 14（2002） 33 46 103
 11（1999） 15（2003） 34 47 104
 12（2000） 16（2004） 35 48 105
 13（2001） 17（2005） 36 49 106
 14（2002） 18（2006） 37 50 107
 15（2003） 19（2007） 38 51 108
 16（2004） 20（2008） 39 52 109
 17（2005） 21（2009） 40 53 110
 18（2006） 22（2010） 41 54 111
 19（2007） 23（2011） 42 55 112
 20（2008） 24（2012） 43 56 113
 21（2009） 25（2013） 44 57 114
 22（2010） 26（2014） 45 58 115
 23（2011） 27（2015） 46 59 116
 24（2012） 28（2016） 47 60 117
 25（2013） 29（2017） 48 61 118
 26（2014） 30（2018） 49 62 119
 27（2015） 令和   1（2019） 50 63 120
 28（2016） 2（2020） 51 64 121
 29（2017） 3（2021） 52 65 122
 30（2018） 4（2022） 53 66 123
 令和   1（2019） 5（2023） 54 67 124
 2（2020） 6（2024） 55 68 125
 3（2021） 7（2025） 56 69 126
 4（2022） 8（2026） 57 70 127

入学・卒業期   早見表

追手門学院大学校友会

日　時　　令和4年5月28日（土）　12時
会　場　　リーガロイヤルホテル「光琳の間」

校友会結成50周年記念式典・祝賀会
次　　第

抽選会協賛企業（卒業期順 他）
•一本松汽船株式会社（大阪府）

代表取締役　一本松 伸　様（2期生）
•タキヤ株式会社（大阪府）

代表取締役　中村信男 様（2期生）
•株式会社ハートス（大阪府）

代表取締役会長　前田順一 様（3期生）
•株式会社阿藻珍味（広島県）

代表取締役会長　阿藻盛之 様（5期生）
•通天閣観光株式会社（大阪府）

代表取締役会長　西上雅章 様（5期生）
•株式会社生川商店（大阪府）

代表取締役会長　生川紳一郎様（6期生）
•前田製菓株式会社（大阪府）

取締役社長　前田寬司 様（7期生）
•株式会社廣記商行（兵庫県）

取締役会長　鮑 悦初 様　（8期生）
•株式会社フジオフードグループ本社（大阪府）

代表取締役社長　藤尾政弘 様（8期生）
•株式会社本田盛文堂尼崎（兵庫県）

ストア－マネージャー 官浪伸次 様（9期生）
•三起商行株式会社（大阪府）

執行役員 東京支社長 木村力造 様（9期生）
•株式会社久保ビル/

　メナードフェイシャルサロンピカケ（京都府）
代表取締役/オーナー　久保圭子 様（9期生）

•株式会社センヤスポーツ（大阪府）
専務取締役   泉谷 徹 様（11期生）

•ミノル化学工業株式会社（大阪府）
代表取締役社長　押川新一 様（14期生）

•株式会社篠矢茶舗（大阪府）
代表取締役　篠矢裕己 様（14期生）

•株式会社グローリーシバタ（兵庫県）
専務取締役　井畑公希 様（15期生）

•オリックス保険コンサルティング株式会社（大阪府）
大阪支社　井上誠一 様（17期生）

•株式会社滋賀フーズ（滋賀県）
代表取締役　水野茂樹 様（18期生）

•株式会社東乃匠（大阪府）
代表取締役　東 潤一郎 様（26期生）

•株式會社大一洋紙（大阪府）　 
代表取締役社長 岩崎真弥 様（27期生）

•オッペン化粧品株式会社（大阪府）
代表取締役社長　瀧川照章 様（27期生）

•tetta株式会社（岡山県）
代表取締役　高橋竜太 様（30期生）

•株式会社角屋（大阪府）
代表取締役　岩谷昌洋 様（33期生）

•株式会社伊藤園（東京都）
関西営業推進部 辻村健悟 様（36期生）

•株式会社叶匠壽庵（滋賀県）
主事　芝田元太 様（51期生）

•追手門学院大学 客員教授
画家　絹谷幸二 様（東京都）

•農業生産法人　ひるぜんワイン有限会社（岡山県）
代表取締役　植木啓司 様

記念式典次第

司会　　濱田　英里（46期生）

●開　　　　　　会

●物 故 者 に 黙 祷

●国　歌　斉　唱

●開　会　の　辞 追手門学院大学校友会　会長　藤　尾　政　弘（8期生）

●祝　　　　　　辞 追手門学院大学　学長　真　銅　正　宏　　様

●名誉会員称号授与 宮本　輝（1期生）　浅川智恵子（13期生）　巽　樹理（33期生）

●歴 代 会 長 表 彰 関　謙二（1期生）　平野昌雄（1期生）　林田隆行（2期生）

●永 年 役 員 表 彰 50年以上　関　謙二（1期生） 鶴　　毅（1期生） 大橋陽一（2期生）

 40年以上 平野昌雄（1期生） 蟻柴潤一（5期生）

 30年以上 吉田浩幸（6期生） 森　嘉一（7期生） 髙井郁子（9期生）

 20年以上 美濃岡伸也（7期生） 藻川芳彦（8期生） 野出靖宏（14期生）

 10年以上 井上貞彦（1期生） 林田隆行（2期生） 前田順一（3期生）

  能口元良（4期生） 上田静生（4期生） 永井秀明（5期生）

  生川紳一郎（6期生） 岡　正樹（6期生） 山口人士（6期生）

  筒井弘祐（6期生） 岩﨑陽一（6期生） 石原　力（7期生）

  古橋忠男（7期生） 藤尾政弘（8期生） 武藤　昇（8期生）

  久保圭子（9期生） 田中裕美子（10期生） 小林武則（11期生）

  山口陽子（12期生） 押川新一（14期生） 畠山香二（14期生）

  嶋谷優香（15期生） 坂井宏嗣（18期生） 越智文章（19期生）

  大塚高司（20期生） 辰巳佳子（20期生） 中川　純（21期生）

  玉井史郎（22期生） 髙本優一（22期生） 樽谷隆弘（28期生）

  矢田芳明（28期生） 鈴木圭史（29期生） 田中克茂（30期生）

●記念モニュメント愛称募集表彰 

 最優秀入選　河野雄太（経営学部 3年）　押川新一（14期生）　吉田浩幸（6期生）

●記　念　講　演 講　師　追手門学院大学客員教授　彫刻家　　絹　谷　幸　太　　様

 演　題　「石の魅力」

記念祝賀会次第

司会　山口 富士夫（17期生）

●開　　　宴

●開 会 の 辞 追手門学院大学校友会　会長代理　前 田 順 一（3期生）

●祝 　 　 辞 追手門学院大学客員教授　画家　絹 谷 幸 二  様

●祝辞・乾杯 学校法人 追手門学院　理事長　川 原 俊 明  様（小71期・中高14期）

●歓　　　談 VTR放映 他

●卒業生出演 円広志（7期生）コンサート＆ヤナギブソン（29期生）トークショウ

●大 抽 選 会

●学院歌斉唱

●謝　　　辞 追手門学院大学校友会　幹事長　生 川 紳 一 郎（6期生）

追手門学院大学校友会 第1回交流会

発行者／追手門学院大学校友会
事務局／〒540-0008　大阪市中央区大手前 1-3-20
　　　　TEL 06-6943-8400　FAX 06-6943-8401
　　　　E-Mail ogu.koyukai@otemon.ac.jp
本　部／〒567-8502　大阪府茨木市西安威 2-1-15

第1回 追手門学院大学校友会交流会
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早川  勝彦

藤尾  政弘

前田  順一

生川  紳一郎

アメリカ民謡研究部 OB会 会長

株式会社フジオフードグループ本社 代表取締役社長

株式会社ハートス 取締役会長

株式会社生川商店 代表取締役

校友会 会長

校友会 副会長

校友会 副会長

経・経

経・経

経・経

経・営

1977年卒

1977年卒

1972年卒

1975年卒

I

B

A

B
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吉田  浩幸

官浪  伸次

玉井  史郎

畠山  香二

校友会 副会長

株式会社本田盛文堂尼崎 ストアーマネージャー

メットライフ生命保険株式会社 エージェンシープレーイングマネージャー

東洋シヤッター株式会社 大阪ビル建支店 支店長

校友会 副会長

校友会 副会長

校友会 常任理事

文・社

経・経

経・営

経・営

1975年卒

1978年卒

1991年卒

1983年卒

C

A

C

D
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西川  利治

杦岡  俊彦

越智  文章

髙本  優一

西川社会保険労務士事務所 代表者

株式会社つむら工芸 顧問

住友三井オートサービス株式会社 営業推進部

追手門学院大学 教務部 次長

校友会 常任理事

校友会 理事

校友会 理事

校友会 理事

文・東

文・心

経・経

経・経

1987年卒

1978年卒

1988年卒

1991年卒

J

G

J

J
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TABLE NUMBER

福益  栄一

辻村  健悟

平野  昌雄

藤本  英治

大福傅動株式会社 代表取締役社長

株式会社伊藤園 主査

株式会社ジョイ企画 代表取締役社長

株式会社フルタイムシステム 常務執行役員

校友会 理事

校友会 理事

校友会 相談役

校友会 評議員

経・営

営・国

経・経

文・社

1980年卒

2005年卒

1970年卒

1974年卒

I

L

B

C
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TABLE NUMBER
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TABLE NUMBER

瀬川  浩司

鈴木  圭史

横山  智哉

西内  大生

大豊産業株式会社

ドラフト労務管理事務所 代表社会保険労務士

校友会 評議員

校友課 課長

校友会 評議員

校友会 評議員

経・経

経・営

国・国

 

1982年卒

1998年卒

2020年卒

 

I

K

M

M

　50周年を記念して2021年3月17
日の日本経済新聞朝刊に真銅学長と
会長の対談記事を掲載し、これに合わ
せて卒業生の皆様から名刺広告のご
協賛をいただきました。　この名刺広
告にご協賛いただいた卒業生の方と川
原理事長、真銅学長にもご出席いただ
き、2021年9月26日に交流の機会を
設けました。
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 大学入学  　  大学卒業  　 大学期 中高期 小学期

 昭和 41（1966） 昭和 45（1970） 1 14 71
 42（1967） 46（1971） 2 15 72
 43（1968） 47（1972） 3 16 73
 44（1969） 48（1973） 4 17 74
 45（1970） 49（1974） 5 18 75
 46（1971） 50（1975） 6 19 76
 47（1972） 51（1976） 7 20 77
 48（1973） 52（1977） 8 21 78
 49（1974） 53（1978） 9 22 79
 50（1975） 54（1979） 10 23 80
 51（1976） 55（1980） 11 24 81
 52（1977） 56（1981） 12 25 82
 53（1978） 57（1982） 13 26 83
 54（1979） 58（1983） 14 27 84
 55（1980） 59（1984） 15 28 85
 56（1981） 60（1985） 16 29 86
 57（1982） 61（1986） 17 30 87
 58（1983） 62（1987） 18 31 88
 59（1984） 63（1988） 19 32 89
 60（1985） 平成   1（1989） 20 33 90
 61（1986） 2（1990） 21 34 91
 62（1987） 3（1991） 22 35 92
 63（1988） 4（1992） 23 36 93
 平成   1（1989） 5（1993） 24 37 94
 2（1990） 6（1994） 25 38 95
 3（1991） 7（1995） 26 39 96
 4（1992） 8（1996） 27 40 97
 5（1993） 9（1997） 28 41 98
 6（1994） 10（1998） 29 42 99
 7（1995） 11（1999） 30 43 100
 8（1996） 12（2000） 31 44 101
 9（1997） 13（2001） 32 45 102
 10（1998） 14（2002） 33 46 103
 11（1999） 15（2003） 34 47 104
 12（2000） 16（2004） 35 48 105
 13（2001） 17（2005） 36 49 106
 14（2002） 18（2006） 37 50 107
 15（2003） 19（2007） 38 51 108
 16（2004） 20（2008） 39 52 109
 17（2005） 21（2009） 40 53 110
 18（2006） 22（2010） 41 54 111
 19（2007） 23（2011） 42 55 112
 20（2008） 24（2012） 43 56 113
 21（2009） 25（2013） 44 57 114
 22（2010） 26（2014） 45 58 115
 23（2011） 27（2015） 46 59 116
 24（2012） 28（2016） 47 60 117
 25（2013） 29（2017） 48 61 118
 26（2014） 30（2018） 49 62 119
 27（2015） 令和   1（2019） 50 63 120
 28（2016） 2（2020） 51 64 121
 29（2017） 3（2021） 52 65 122
 30（2018） 4（2022） 53 66 123
 令和   1（2019） 5（2023） 54 67 124
 2（2020） 6（2024） 55 68 125
 3（2021） 7（2025） 56 69 126
 4（2022） 8（2026） 57 70 127

入学・卒業期   早見表

追手門学院大学校友会

日　時　　令和4年5月28日（土）　12時
会　場　　リーガロイヤルホテル「光琳の間」

校友会結成50周年記念式典・祝賀会
次　　第

抽選会協賛企業（卒業期順 他）
•一本松汽船株式会社（大阪府）

代表取締役　一本松 伸　様（2期生）
•タキヤ株式会社（大阪府）

代表取締役　中村信男 様（2期生）
•株式会社ハートス（大阪府）

代表取締役会長　前田順一 様（3期生）
•株式会社阿藻珍味（広島県）

代表取締役会長　阿藻盛之 様（5期生）
•通天閣観光株式会社（大阪府）

代表取締役会長　西上雅章 様（5期生）
•株式会社生川商店（大阪府）

代表取締役会長　生川紳一郎様（6期生）
•前田製菓株式会社（大阪府）

取締役社長　前田寬司 様（7期生）
•株式会社廣記商行（兵庫県）

取締役会長　鮑 悦初 様　（8期生）
•株式会社フジオフードグループ本社（大阪府）

代表取締役社長　藤尾政弘 様（8期生）
•株式会社本田盛文堂尼崎（兵庫県）

ストア－マネージャー 官浪伸次 様（9期生）
•三起商行株式会社（大阪府）

執行役員 東京支社長 木村力造 様（9期生）
•株式会社久保ビル/

　メナードフェイシャルサロンピカケ（京都府）
代表取締役/オーナー　久保圭子 様（9期生）

•株式会社センヤスポーツ（大阪府）
専務取締役   泉谷 徹 様（11期生）

•ミノル化学工業株式会社（大阪府）
代表取締役社長　押川新一 様（14期生）

•株式会社篠矢茶舗（大阪府）
代表取締役　篠矢裕己 様（14期生）

•株式会社グローリーシバタ（兵庫県）
専務取締役　井畑公希 様（15期生）

•オリックス保険コンサルティング株式会社（大阪府）
大阪支社　井上誠一 様（17期生）

•株式会社滋賀フーズ（滋賀県）
代表取締役　水野茂樹 様（18期生）

•株式会社東乃匠（大阪府）
代表取締役　東 潤一郎 様（26期生）

•株式會社大一洋紙（大阪府）　 
代表取締役社長 岩崎真弥 様（27期生）

•オッペン化粧品株式会社（大阪府）
代表取締役社長　瀧川照章 様（27期生）

•tetta株式会社（岡山県）
代表取締役　高橋竜太 様（30期生）

•株式会社角屋（大阪府）
代表取締役　岩谷昌洋 様（33期生）

•株式会社伊藤園（東京都）
関西営業推進部 辻村健悟 様（36期生）

•株式会社叶匠壽庵（滋賀県）
主事　芝田元太 様（51期生）

•追手門学院大学 客員教授
画家　絹谷幸二 様（東京都）

•農業生産法人　ひるぜんワイン有限会社（岡山県）
代表取締役　植木啓司 様

記念式典次第

司会　　濱田　英里（46期生）

●開　　　　　　会

●物 故 者 に 黙 祷

●国　歌　斉　唱

●開　会　の　辞 追手門学院大学校友会　会長　藤　尾　政　弘（8期生）

●祝　　　　　　辞 追手門学院大学　学長　真　銅　正　宏　　様

●名誉会員称号授与 宮本　輝（1期生）　浅川智恵子（13期生）　巽　樹理（33期生）

●歴 代 会 長 表 彰 関　謙二（1期生）　平野昌雄（1期生）　林田隆行（2期生）

●永 年 役 員 表 彰 50年以上　関　謙二（1期生） 鶴　　毅（1期生） 大橋陽一（2期生）

 40年以上 平野昌雄（1期生） 蟻柴潤一（5期生）

 30年以上 吉田浩幸（6期生） 森　嘉一（7期生） 髙井郁子（9期生）

 20年以上 美濃岡伸也（7期生） 藻川芳彦（8期生） 野出靖宏（14期生）

 10年以上 井上貞彦（1期生） 林田隆行（2期生） 前田順一（3期生）

  能口元良（4期生） 上田静生（4期生） 永井秀明（5期生）

  生川紳一郎（6期生） 岡　正樹（6期生） 山口人士（6期生）

  筒井弘祐（6期生） 岩﨑陽一（6期生） 石原　力（7期生）

  古橋忠男（7期生） 藤尾政弘（8期生） 武藤　昇（8期生）

  久保圭子（9期生） 田中裕美子（10期生） 小林武則（11期生）

  山口陽子（12期生） 押川新一（14期生） 畠山香二（14期生）

  嶋谷優香（15期生） 坂井宏嗣（18期生） 越智文章（19期生）

  大塚高司（20期生） 辰巳佳子（20期生） 中川　純（21期生）

  玉井史郎（22期生） 髙本優一（22期生） 樽谷隆弘（28期生）

  矢田芳明（28期生） 鈴木圭史（29期生） 田中克茂（30期生）

●記念モニュメント愛称募集表彰 

 最優秀入選　河野雄太（経営学部 3年）　押川新一（14期生）　吉田浩幸（6期生）

●記　念　講　演 講　師　追手門学院大学客員教授　彫刻家　　絹　谷　幸　太　　様

 演　題　「石の魅力」

記念祝賀会次第

司会　山口 富士夫（17期生）

●開　　　宴

●開 会 の 辞 追手門学院大学校友会　会長代理　前 田 順 一（3期生）

●祝 　 　 辞 追手門学院大学客員教授　画家　絹 谷 幸 二  様

●祝辞・乾杯 学校法人 追手門学院　理事長　川 原 俊 明  様（小71期・中高14期）

●歓　　　談 VTR放映 他

●卒業生出演 円広志（7期生）コンサート＆ヤナギブソン（29期生）トークショウ

●大 抽 選 会

●学院歌斉唱

●謝　　　辞 追手門学院大学校友会　幹事長　生 川 紳 一 郎（6期生）
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  久保圭子（9期生） 田中裕美子（10期生） 小林武則（11期生）

  山口陽子（12期生） 押川新一（14期生） 畠山香二（14期生）

  嶋谷優香（15期生） 坂井宏嗣（18期生） 越智文章（19期生）

  大塚高司（20期生） 辰巳佳子（20期生） 中川　純（21期生）
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 最優秀入選　河野雄太（経営学部 3年）　押川新一（14期生）　吉田浩幸（6期生）
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●開 会 の 辞 追手門学院大学校友会　会長代理　前 田 順 一（3期生）

●祝 　 　 辞 追手門学院大学客員教授　画家　絹 谷 幸 二  様

●祝辞・乾杯 学校法人 追手門学院　理事長　川 原 俊 明  様（小71期・中高14期）

●歓　　　談 VTR放映 他

●卒業生出演 円広志（7期生）コンサート＆ヤナギブソン（29期生）トークショウ

●大 抽 選 会

●学院歌斉唱

●謝　　　辞 追手門学院大学校友会　幹事長　生 川 紳 一 郎（6期生）

 大学入学  　  大学卒業  　 大学期 中高期 小学期

 昭和 41（1966） 昭和 45（1970） 1 14 71
 42（1967） 46（1971） 2 15 72
 43（1968） 47（1972） 3 16 73
 44（1969） 48（1973） 4 17 74
 45（1970） 49（1974） 5 18 75
 46（1971） 50（1975） 6 19 76
 47（1972） 51（1976） 7 20 77
 48（1973） 52（1977） 8 21 78
 49（1974） 53（1978） 9 22 79
 50（1975） 54（1979） 10 23 80
 51（1976） 55（1980） 11 24 81
 52（1977） 56（1981） 12 25 82
 53（1978） 57（1982） 13 26 83
 54（1979） 58（1983） 14 27 84
 55（1980） 59（1984） 15 28 85
 56（1981） 60（1985） 16 29 86
 57（1982） 61（1986） 17 30 87
 58（1983） 62（1987） 18 31 88
 59（1984） 63（1988） 19 32 89
 60（1985） 平成   1（1989） 20 33 90
 61（1986） 2（1990） 21 34 91
 62（1987） 3（1991） 22 35 92
 63（1988） 4（1992） 23 36 93
 平成   1（1989） 5（1993） 24 37 94
 2（1990） 6（1994） 25 38 95
 3（1991） 7（1995） 26 39 96
 4（1992） 8（1996） 27 40 97
 5（1993） 9（1997） 28 41 98
 6（1994） 10（1998） 29 42 99
 7（1995） 11（1999） 30 43 100
 8（1996） 12（2000） 31 44 101
 9（1997） 13（2001） 32 45 102
 10（1998） 14（2002） 33 46 103
 11（1999） 15（2003） 34 47 104
 12（2000） 16（2004） 35 48 105
 13（2001） 17（2005） 36 49 106
 14（2002） 18（2006） 37 50 107
 15（2003） 19（2007） 38 51 108
 16（2004） 20（2008） 39 52 109
 17（2005） 21（2009） 40 53 110
 18（2006） 22（2010） 41 54 111
 19（2007） 23（2011） 42 55 112
 20（2008） 24（2012） 43 56 113
 21（2009） 25（2013） 44 57 114
 22（2010） 26（2014） 45 58 115
 23（2011） 27（2015） 46 59 116
 24（2012） 28（2016） 47 60 117
 25（2013） 29（2017） 48 61 118
 26（2014） 30（2018） 49 62 119
 27（2015） 令和   1（2019） 50 63 120
 28（2016） 2（2020） 51 64 121
 29（2017） 3（2021） 52 65 122
 30（2018） 4（2022） 53 66 123
 令和   1（2019） 5（2023） 54 67 124
 2（2020） 6（2024） 55 68 125
 3（2021） 7（2025） 56 69 126
 4（2022） 8（2026） 57 70 127

入学・卒業期   早見表

追手門学院大学校友会

日　時　　令和4年5月28日（土）　12時
会　場　　リーガロイヤルホテル「光琳の間」

校友会結成50周年記念式典・祝賀会
次　　第

抽選会協賛企業（卒業期順 他）
•一本松汽船株式会社（大阪府）

代表取締役　一本松 伸　様（2期生）
•タキヤ株式会社（大阪府）

代表取締役　中村信男 様（2期生）
•株式会社ハートス（大阪府）

代表取締役会長　前田順一 様（3期生）
•株式会社阿藻珍味（広島県）

代表取締役会長　阿藻盛之 様（5期生）
•通天閣観光株式会社（大阪府）

代表取締役会長　西上雅章 様（5期生）
•株式会社生川商店（大阪府）

代表取締役会長　生川紳一郎様（6期生）
•前田製菓株式会社（大阪府）

取締役社長　前田寬司 様（7期生）
•株式会社廣記商行（兵庫県）

取締役会長　鮑 悦初 様　（8期生）
•株式会社フジオフードグループ本社（大阪府）

代表取締役社長　藤尾政弘 様（8期生）
•株式会社本田盛文堂尼崎（兵庫県）

ストア－マネージャー 官浪伸次 様（9期生）
•三起商行株式会社（大阪府）

執行役員 東京支社長 木村力造 様（9期生）
•株式会社久保ビル/

　メナードフェイシャルサロンピカケ（京都府）
代表取締役/オーナー　久保圭子 様（9期生）

•株式会社センヤスポーツ（大阪府）
専務取締役   泉谷 徹 様（11期生）

•ミノル化学工業株式会社（大阪府）
代表取締役社長　押川新一 様（14期生）

•株式会社篠矢茶舗（大阪府）
代表取締役　篠矢裕己 様（14期生）

•株式会社グローリーシバタ（兵庫県）
専務取締役　井畑公希 様（15期生）

•オリックス保険コンサルティング株式会社（大阪府）
大阪支社　井上誠一 様（17期生）

•株式会社滋賀フーズ（滋賀県）
代表取締役　水野茂樹 様（18期生）

•株式会社東乃匠（大阪府）
代表取締役　東 潤一郎 様（26期生）

•株式會社大一洋紙（大阪府）　 
代表取締役社長 岩崎真弥 様（27期生）

•オッペン化粧品株式会社（大阪府）
代表取締役社長　瀧川照章 様（27期生）

•tetta株式会社（岡山県）
代表取締役　高橋竜太 様（30期生）

•株式会社角屋（大阪府）
代表取締役　岩谷昌洋 様（33期生）

•株式会社伊藤園（東京都）
関西営業推進部 辻村健悟 様（36期生）

•株式会社叶匠壽庵（滋賀県）
主事　芝田元太 様（51期生）

•追手門学院大学 客員教授
画家　絹谷幸二 様（東京都）

•農業生産法人　ひるぜんワイン有限会社（岡山県）
代表取締役　植木啓司 様
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早川  勝彦

藤尾  政弘

前田  順一

生川  紳一郎

アメリカ民謡研究部 OB会 会長

株式会社フジオフードグループ本社 代表取締役社長

株式会社ハートス 取締役会長

株式会社生川商店 代表取締役
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吉田  浩幸

官浪  伸次

玉井  史郎

畠山  香二

校友会 副会長

株式会社本田盛文堂尼崎 ストアーマネージャー

メットライフ生命保険株式会社 エージェンシープレーイングマネージャー

東洋シヤッター株式会社 大阪ビル建支店 支店長

校友会 副会長
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杦岡  俊彦

越智  文章

髙本  優一

西川社会保険労務士事務所 代表者

株式会社つむら工芸 顧問
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福益  栄一

辻村  健悟

平野  昌雄

藤本  英治

大福傅動株式会社 代表取締役社長

株式会社伊藤園 主査

株式会社ジョイ企画 代表取締役社長

株式会社フルタイムシステム 常務執行役員
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瀬川  浩司

鈴木  圭史

横山  智哉

西内  大生

大豊産業株式会社

ドラフト労務管理事務所 代表社会保険労務士

校友会 評議員
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追手門学院大学校友会
結成 50 周年記念式典・祝賀会

参加者名簿

2022 年 5 月 28 日（土）
リーガロイヤルホテル大阪「光琳の間」
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大阪・リーガロイヤルホテルで開かれた
追手門学院大学の校友会結成５０周年記念
祝賀会にゲスト出演し「夢想花」を歌うOBの
円広志（カメラ・筒井政也）

円広志、母校・追手門学院大の記念式典で「夢想花」熱唱
「とんでとんで飛んで行った…とかどうでもいい話」
　歌手の円広志が２８日、大阪市内で開かれた母校・追手門学院大学（大阪府茨木市）の校友会
結成５０周年記念式典・祝賀会に、同じくＯＢのお笑いタレント・ヤナギブソンとともにゲスト出演
した。
　同大学は１９６６年に設立され、円は７５年卒業の７期生、ギブソンは９７年卒業の２９期生にあ
たる。卒業生や関係者ら４００人が参加した会場には、１期生で芥川賞作家の宮本輝氏の姿も。円
はギブソンに「宮本先生には『笑っていいとも！』のテレフォンショッキングに出た時に、先輩なの
でバトンタッチしてお呼びした。それが縁で映画『花の降る午後』に『お前、出したるわ。セリフ、付

け加えといた』となった。お前もあいさつしといたら、映画、出させてもらえるで」と先輩、後輩の絆の大切さを強調した。
　円は大学時代を改めて振り返り、「１８～２２歳の追手門の４年間が、今のすべてを形成していることが、よう分かった」とキッパ
リ。当時交際していた女性と結婚。バンド活動も「むちゃくちゃやった。今も役に立っている」といい、７８年の大ヒット曲「夢想花」で
稼いだ印税も、経済学部で学んだ知識を生かして、音楽スタジオ「２４６」の経営に結び付けた。「恋愛、音楽、会社経営…学生の時
にやってきたことが今に凝縮されている。入学、卒業できたことを誇りに思う」と胸を張った。
　ステージでは、ＡＢＣテレビの人気バラエティー「探偵！ナイトスクープ」のテーマ曲「ハートスランプ二人ぼっち」と、自ら「とんで
とんで」と呼ぶ「夢想花」を熱唱。カンテレの生放送バラエティー「よ～いドン！」の司会を務める“関西の朝の顔”は「人生いろいろあ
ります。『とんでとんで飛んで行った』とか（一発屋と）言われたけど、どうでもいい話。自分の人生、しっかり頑張っていかなアカン」
と同世代や後輩たちにメッセージをおくった。 2022年5月28日　17時59分スポーツ報知
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参加者のお迎え

式典にて学長挨拶

歴代会長表彰 永年役員表彰

校友会名誉会員称号記授与

式典にて会長挨拶
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祝賀会にて理事長挨拶・乾杯発声

祝賀会にて歓談

1期生からの卒業アルバムの展示 開学当初の通学服と式服の展示

みなさんで大阪締め

卒業生の円広志さんとヤナギブソンさんのトーク
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各支部旗

前日の準備

福袋の準備 会場のリーガロイヤルホテル大阪

記念品の配布準備

各支部旗
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【大学所在地】〒567-0008 大阪府茨木市西安威2-1-15　（茨木安威キャンパス）
　　　　　　  〒567-0013 大阪府茨木市太田東芝町1-1　（茨木総持寺キャンパス）
【事 務 局 】〒540-0008 大阪市中央区大手前1-3-20　（追手門学院大阪城スクエア）

追手門学院大学校友会

校 友 会 グ ランド デ ザ イン
策定に向けての中間報告 ２０２２

校友会活動基本方針

追手門学院大学校友会

校 友 会 を 楽 し も う

Otemon Gakuin University Alumni Association

結成50周年記念式典・祝賀会に
                寄せられました「祝花」「祝電」

会 社 名

【祝花】

株式会社 三井住友銀行

北おおさか信用金庫

株式会社 オーティーエム

通天閣観光 株式会社

株式会社 エトレ

追手門学院大学

学校法人 追手門学院

役　職

頭　取

理事長

代表取締役

代表取締役会長

氏　名

髙島　　誠　様

須戸　裕治　様

深井　正弘　様

西上　雅章　様 （5期生）

会 社 名

【祝電】

株式会社 三井住友銀行

株式会社 三井住友銀行

一般社団法人 日本私立大学連盟

追手門学院小学校

役　職

頭　取

新大阪法人営業部長

会長　早稲田大学　総長

校　長

氏　名

髙島　　誠　様

大黒　康弘　様

田中　愛治　様

井上　恵二　様

衆議院議員 遠藤　良太　様 （39期生）
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記念式典・祝賀会写真展
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2022年10月30日～11月11日
将軍山会館（校友会館）にて開催
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記念事業に係わる保存資料
              （ファイル・DVD・CD）

「周年事業委員会ファイル」　1冊
「年志編纂ファイル」　6冊
「校友会の歴史的資料－50年志作成時に収集－」  1冊
「記念式典・祝賀会ファイル」　1冊
「記念植樹・モニュメントファイル」　1冊
「縮刷版発行ファイル」　1冊
「宮本輝×真銅先生対談・冊子発行ファイル」　1冊
「対談・名刺掲載広告ファイル」　1冊
「交流会 DVD」（ハートス作成）　1枚
「モニュメント披露式DVD」（ハートス作成）　1枚
「式典・祝賀会DVD」（ハートス作成）　1枚
「宮本輝×真銅先生対談DVD」　1枚
「50周年式典・祝賀会CD」（キュービックデザイン作成）　1枚
「50周年1部式典CD」（ハートス作成）　1枚
「50周年2部祝賀会CD」（ハートス作成）　1枚
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周年事業委員会・実行委員会名簿

● 

周
年
事
業
委
員
会・実
行
委
員
会
名
簿

＊ ◎ 総責任者、　〇 統括、　・ チーム責任者
＊ 実行委員は、会長、副会長、常任理事、理事と20期生以降（一部除く）の評議員、また、評議員で19期生以前の方で式典・祝賀会実行委員の就任を申し出られた人。
＊ 4月24日(日)、5月15日(日)、5月22日(日)に実行委員会を開催しました。
＊ 5月27日（金）の前日準備は、 9:00～13：00　追手門学院大坂城スクエア搬出作業、 13：00～　リーガロイヤルホテル大阪にて配布物セット ・ リハーサル実施
＊ 5月28日（土）午前9時集合・点呼・朝礼
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周年事業委員会
2014.4.1～2017.3.31　3年任期 2017.4.1～2020.3.31　3年任期 2020.4.1～2023.3.31　3年任期

委 員 長

副委員長

副委員長

林　田　隆　行

宮　本　幸　治

越　智　英　二

吉　田　浩　幸

贄　田　　　肇

永　井　秀　明

美 濃 岡 伸 也

森　　　嘉　一

野　出　靖　宏

青　木　　　敬

武　藤　　　昇

小　林　武　則

髙　本　優　一

鈴　木　圭　史

生 川 紳 一 郎

委 員 長

副委員長

副委員長

森　　　嘉　一

吉　田　浩　幸

髙　本　優　一

辻　村　龍　彦

委 員 長

副委員長

年志編纂チーム

吉　田　浩　幸

官　浪　伸　次

林　田　隆　行

前　田　順　一

畠　山　香　二

野　出　靖　宏

林　元　光　広　

玉　井　史　郎

辻　村　龍　彦

大　橋　陽　一

藻　川　芳　彦

森　　　嘉　一

生 川 紳 一 郎林　田　隆　行

前　田　順　一

生 川 紳 一 郎

永　井　秀　明

岡　　　正　樹

美 濃 岡 伸 也

藻　川　芳　彦

官　浪　伸　次

畠　山　香　二

野　出　靖　宏

林　元　光　広　

玉　井　史　郎

田　中　克　茂

大　橋　陽　一

50周年記念式典・祝賀会実行委員会(準備・当日・順不同）

前 田 順 一

吉 田 浩 幸

官 浪 伸 次

玉 井 史 郎

押 川 新 一

野 出 靖 宏

畠 山 香 二

西 川 利 治

松 下 忠 昭

田 中 克 茂

杦 岡 俊 彦

小 林 武 則

福 益 栄 一

山 口 陽 子

大 坂 幸 司

鷲 尾 奈 保 子

泉 谷 　 徹

田 中 裕 美 子

生 川 紳 一 郎

藤 尾 政 弘

坂 井 宏 嗣

辻 　 秀 樹

大 塚 高 司

髙 本 優 一

三 原 ナ ミ

山 本 雄 介

改 正 大 祐

廣 瀬 育 弘

辻 村 健 悟

足 立 聖 輝

木 村 真 琴

森 　 嘉 一

藻 川 芳 彦

木 村 力 造

辰 巳 佳 子

礒 田 　 博 史

武 藤 　 昇

藤 田 真 由

越 智 文 章

井 上 誠 一

田 村 誠 治

奥 村 大 輔

樽 谷 隆 弘

矢 田 芳 明

船 本 　 洋

松 尾 　 駿

田 中 智 明

大 西 　 惇

北 村 志 保

山 口 富 士 夫

人 見 能 暢

鈴 木 圭 史

中 西 　 宏

中 谷 あ ゆ み

大 泉 宏 祐

横 山 智 哉

小 川 雅 敬

矢 島 秀 和

鳥 越 崇 文

手 塚 大 輔

小 嶋 　 潔

松 本 康 弘

岩 崎 真 弥

帯 田 　 賢

山 下 貴 弘

速 水 敦 志

児 玉 秀 樹

辻 村 龍 彦

能 口 元 良

森 岡 正 樹

坂 倉 　 斉

平 尾 昌 之

谷 口 芽 弘 美

事 務 局

岩 谷 昌 洋

戸 羽 伸 夫

岩 﨑 陽 一

・

・

◎

・

○

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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● 

編
集
後
記

　この記録集は、次世代の役員のみなさまへの事業継承の基礎資料の一つとして編集したも

のです。10年後の60周年、50年後の100周年の時に参考資料として活用していただくと

共に、今後の活動のよすがになることを祈って作成したものです。

  今回の50周年記念事業は、コロナ禍の中で事業が制約され、予定をしていました記念行事

が思うように実行出来ませんでした。特に、記念式典・祝賀会は当初は500名の規模で2021

年の開催日の3年前に予約をいれていましたが、開催の半年前には、行政からの指導で300

名に規模縮小となり、そして開催日の4ヶ月前になっての延期決定となりました。しかし、1年

後の2022年5月28日の開催日3ヶ月前には400名までの規模での許可がおり、二転三転

したなかでしたが、盛大に挙行することが出来たことが喜びでありました。

  この校友会結成50周年事業を終え思うことは、母校の躍進的な発展と青春時代の日々を学

友と過ごした茨木安威の地のことでした。

  最後になりましたが、『校友会結成50周年記念事業記録集』の発行に際しましては、役員の

皆様の多大なご協力を賜りました。特に、藻川芳彦氏（評議員・8期生）には大変ご尽力をいた

だきました。記して御礼申し上げます。
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校友会副会長兼周年事業委員長　吉 田 浩 幸（6期生）

編　集　後　記

我々の心の故郷は茨木  茨木の地は「山紫水明」

北摂の空に輝て
宇宙の星は永遠に
かがやく光は道を照らし
我らの陸路を開く  校友に

安威の川は澄て
流るる水は永遠に
水清し川に若アユは登り
我らの水路を開く　校友に

竜王の山は霞て
仰ぐ山脈は永遠に
将軍山に山びこは響
我らの径を開く　校友に

ほくせつ ひかり あ　い りゅうおう かすみすみ

と　わ と　わ と　わ

ひびき

やまなみ

りくろ すいろ みち

校友会結成50周年記念事業

校友会結成50周年記念事業記録集
（事業年度 ： ２０１9年～２０２２年）

発行者 ： 追手門学院大学 校友会
事務局 ： 〒540-0008 大阪市中央区大手前1-3-20（追手門学院 大阪城スクエア）
【大学所在地】
茨木安威キャンパス ： 大阪府茨木市西安威2-1-15
茨木総持寺キャンパス ： 大阪府茨木市太田東芝町1-1

印刷・内田印刷株式会社

（ヨシダ）



追手門学院大学校友会




